
 

 

請  願  文  書  表 

（令和８年10月16日） 

受 理 番 号 ・ 受 理 

年 月 日 及 び 件 名 

請願第14号（８．９．11） 

 王子公園再整備事業のコンセプトにのっとり、当計画の変更を求める

請願 

請 願 の 要 旨 王子公園再整備事業基本設計（東エリア）（案）について、スケジュ

ールの進め方や設計内容に、多くの市民が不安を感じている。住民説明

会を求める陳情が絶えないにもかかわらず、今回もホームページでの情

報発信や、パブリックコメントではない意見アンケートだけである。 

「みんなが気軽に立ち寄れるオープンな公園」と掲げている一方、既

存の公園施設は縮小、廃止されている。災害時の避難場所もサブグラウ

ンドや平面駐車場がなくなり、防災空地は減少する。動線の長い立体駐

車場や事前予約制では、車で気軽に立ち寄れない。 

「ひと• まち・緑・景観をつなぐ公園」と掲げている一方、東エリア

の大部分は大学キャンパスである。人口減少で大学の存続が危ぶまれる

時代に、王子公園の土地を売却しての大学誘致は不要である。子供も障

がい者も高齢者も、みんなが利用するのは大学ではなく公園である。市

民や子供が遊び、憩える場所は限られており、階段はＵＤではない。 

「みんなが「したい」をかなえる公園」と掲げているにもかかわら

ず、地域住民への説明会を実施しない。これまでも工事計画を細かく小

出しにしてきたため、地域住民は全容を把握できない。公園の西側、東

側での工事や青谷川沿いの樹木伐採計画もあると聞いた。詳細が不明な

別事業もあり、住民が改修の必要性を感じる畑原橋は対象外である。西

エリアの基本設計も未発表である。計画策定後、一気に工事が進めば、

今より生活環境が悪化するのではないか。住民は不安だらけである。 

国土交通省は、都市公園を幅広い年齢層の多様な活動の拠点と示して

いる。よって、王子公園が理想的な都市公園となるよう、以下のとおり

請願する。 

１．情報発信はホームページに限定せず、市民が閲覧できる広報紙ＫＯ

ＢＥで情報発信すること。 

２．一般の利用者にもオープンな住民説明会を実施すること。 

３．西エリアの計画も含め、みんなが憩える公園にするために計画を見

直すこと。 

４．関西学院大学への公園敷地の売却を撤回すること。 

請 願 者 の 住 所 

及 び 氏 名 

神戸市中央区 

 みんなの王子公園＆動物園の会 

大 野 さとみ 

紹 介 議 員 の 氏 名 （代表）味口 としゆき   あわはら 富夫 

付 託 委 員 会  建設防災委員会 




